
 107

平成25年厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業） 
 （分担）研究報告書 

 
成人に達した先天性心疾患の診療体制の確立に向けた総合的研究 

 
               研究分担者     市田 蕗子 
研究要旨：  

我が国においては、ACHD 診療に特化した教育プログラム、研修の具体的なカリキュラ

ムは存在しない。成人に達した先天性心疾患の診療体制の確立に向け､教育プログラム、

研修（小児循環器医、循環器医）の具体的なカリキュラム策定を行う。 

 

A. 研究目的 

成人に達した先天性心疾患(ACHD)の診療体

制の確立に向け､教育プログラム、研修（小

児循環器医、循環器医）の具体的なカリキ

ュラム策定を行う。 

 

B. 研究方法 

日本小児循環器学会の専門医修錬目標や日

本循環器学会認定、循環器専門医研修カリ

キュラムの内容を検討し、欧米ACC/AHA/AAP

で推挙されている修錬プログラム内容と比

較検討する。 

 （倫理面への配慮） 

 今後、各修錬施設での修錬内容を調査する

場合には、各施設での倫理委員会での承認

を得た上で、個人情報の保護に十分に配慮

し行う。 

 

C. 研究結果 

我が国においては、ACHD診療に特化し

た教育プログラム、研修の具体的なカリキ

ュラムは存在しない。日本循環器学会の循

環器専門医研修カリキュラムでは、わずか

に先天性心疾患は 3例以上（心室中隔欠損、

心房中隔欠損等)の経験が必要とされてい

るのみであり、要求されている専門知識は

希薄である。 

一方、米国においては、循環器内科医、

小児循環器医のトレーニングプログラムの

一環として ACHD 教育が早くから行われ、

1987-2011年までの間に 63名の ACHD専

門医が誕生している。そして、2012 年 12

月には、ACHD専門医が ABMS(American 

Board of Medical Subspecialties)より正式

に内科の一領域として認可され、翌 2013

年 9 月には、米国専門医機構により標準的

修練プログラムの評価が行われ、これに沿

った修練が開始され、2年後の 2015年には

最初の専門医試験が予定されている。最終

的には、全米で ACHD修練施設 150施設、

専門医 300人を目標として、ACHD専門医

育成プログラムが進んでいる。 

D. 考察 

我が国における対策として、日本循環器学

会学術委員会の中に、成人先天性心疾患部

会の設立を要望し、2013年3月に承認された。

部会では、ACHD診療に対して、若手の循

環器医の理解と関心が比較的高い現状が共

通認識され、今後の循環器専門医の教育体

制におけるACHD教育の重要性が確認され

た。この成人先天性心疾患部会と本研究班

が中心となり、ACHD診療体制の全国的な

展開、成人先天性心疾患への関心を持つ循

環器内科医がスムースに臨床研修が受け入
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れられるような体制の確立、さらには、将

来的なわが国におけるACHD専門医制度の

確立を目指し検討を続けてきた。現在の問

題点を明らかにし、今後の活動方針を検討

した。 

1) 循環器専門医における ACHD教育体制

確立に向けて 

現在、ACHD疾患に対する内科医の意識

や関心の低く、循環器内科専門医の ACHD

知識・経験も低い。術後の ACHDの心不全

や不整脈に加え、妊娠出産もまた循環器内

科医師にとっては大きな問題になっている。

日循の循環器専門医における ACHD の研

修に関して、現状より高い専修目標の設定

と修練体制の充実が求められる。また、日

循学術集会内に ACHD 教育セミナーを継

続的に行い、地方会においても ACHD教育

セミナーを全国的に展開する。HP 上で、

ACHDの e-ラーニングも開設することが望

ましい。  

2) 移行期医療の改善に向けて 

成人先天性心疾患への関心を持つ循環器

内科医がスムースに臨床研修が受け入れら

れるような体制の確立が必要である一方、

小児科医が成人に達した患者を診つづける

のはその専門性から好ましいことではなく、

内科医師への適切な移行医療の方法を確立

する必要がある。 

3) ACHD修練施設の構築 

循環器科ネットワークの拡大と構築を全

国的に展開し、将来的な専門医制度を目指

し、研修施設の条件としての ACHD外来を

設置する。他施設からも短期の修練を受け

入れる体制を整え、できるだけ多くの医師

に研修の機会を与える。 

Ｅ. 結論 

成人期の先天性心疾患は、小児期とは全

く異なる特徴があり、これらの患者は、小

児科医ではなく内科医が診療の中心となり、

外科医、麻酔科医、産科医、精神科医、看

護師、心理士などのチーム医療が重要であ

る。そのコアとなるのは、ACHD専門医制

度であり、今後、我が国の医療体制にマッ

チした ACHD 専門医制度の構築が望まれ

る。 
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